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Ⅲ　町の産
さ ん

業
ぎょう

　下のグラフは、昼間坂
さか

城
き

町で働
はたら

いている人がどんな仕
し

事
ごと

をしているかを表
あらわ

したもので

す。1960（昭
しょう

和
わ

35）年ごろは、町の半分以
い

上
じょう

の人が農
のう

業
ぎょう

で生
せいけい

計を立てていました。その後、

農業をしながら工場などで働く人（兼
けん

業
ぎょう

農
のう

家
か

）がどんどん増
ふ

え、農業の町から工
こう

業
ぎょう

の町へ

と変
か

わってきました。今では全
ぜんこくてき

国的に「工業の町坂城」の名が知られ、中小の工場がたく

さんあり、県
けんない

内町村ではトップレベルの工
こう

業
ぎょう

力
りょく

を持
も

っています。

　農業においては、かつての桑
くわ

畑
ばたけ

が果
か

樹
じゅ

園
えん

に変わり、高
こう

品
ひん

質
しつ

の

りんご、ぶどうの産
さん

地
ち

として知

られています。

　また、今は少なくなりました

が、花
か

き栽
さいばい

培が広く行われてい

ました。

　ねずみ大
だいこん

根は、古くから一
いち

部
ぶ

地
ち

域
いき

で栽培されてきた「中
なか

之
ん

条
じょう

大根」がもとになっていて、辛
から

味
み

を生かした郷
きょう

土
ど

の伝
でん

統
とう

料
りょう

理
り

「おしぼりうどん」などに使
つか

われ、町外から訪
おとず

れる人にも親
した

しまれています。

　商
しょう

業
ぎょう

においては、大
おおがたてん

型店が周
まわ

りの市にいくつかできて町内の店の経
けいえい

営は厳
きび

しくなってい

ます。そこで、坂城駅
えき

周
しゅう

辺
へん

では、鉄
てつ

の展
てん

示
じ

館
かん

、坂
さか

木
き

宿
じゅく

ふるさと歴
れき

史
し

館
かん

、けやき横
よこ

丁
ちょう

などの

施
し

設
せつ

を整
せい

備
び

し、イベントや各
かくしゅ

種事
じ

業
ぎょう

を行い、以
い

前
ぜん

のにぎわいを取
と

り戻
もど

すための工
く

夫
ふう

をして

います。

　このように、町の人々による日々の工夫と努
ど

力
りょく

の積
つ

み重
かさ

ねによって今
こん

日
にち

の坂城町の産業

が創
つく

り上げられ、その地
ち い

位を築
きず

いています。また、下のグラフのように、人口の動
うご

きを見

ると、坂城町から町外に働きに出ている人の数は 3405 人ですが、町外から坂城町に働き

に来ている人の数は 4418 人（2015 年）で、このことからも坂城町の産業が盛
さか

んなことが

わかります。
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（『坂城町統計書』から作成） 
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坂城町に住んでいて町外で
働いている人の数（2015年）
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働いている人の数（2015年）
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千曲市

951

坂城町

3405人
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（『坂城町統計書』から作成）
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１　坂
さ か

城
き

町の工
こ う

業
ぎょう

（１）工業の町坂城

①　たくさんの工
こう

場
じょう

ができたわけ

　下のグラフからわかるように、現
げんざい

在坂城町には 200 以
い

上
じょう

の工場があり、たくさんの人々

がそこで働
はたら

いています。工場のある場
ば

所
しょ

は、1960（昭
しょう

和
わ

35）年ごろまでは桑
くわ

畑
ばたけ

やりんご

畑であったところが多かったと言われています。なぜこんなにたくさんの工場ができたの

でしょう。

　それは、1941（昭和 16）年、坂城町が東
とう

京
きょう

から宮
みや

野
の

鑢
やすり

工場を招
まね

いたことから始
はじ

まります。

この年に太
たいへいよう

平洋戦
せんそう

争が始まり、戦争が激
はげ

しくなると戦
せんさい

災をのがれるために、東京から坂城

町にいくつかの工場が疎
そ

開
かい

（避
ひ

難
なん

）してきました。その後、町の政
せいさく

策により工場を坂城町

に呼
よ

んだり、大きな工場で知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

を身
み

につけた人
ひとびと

々が自分で工場を始めたりしたこと

で、工場がどんどん増
ふ

えていきました。

　そして、機
き

械
かい

・金
きんぞく

属加
か

工
こう

を中心に、様
さまざま

々な技術を持
も

つ工場が集
あつ

まり、独
どく

自
じ

の技術と工
く

夫
ふう

により特
とく

色
しょく

ある工業の町として発
はってん

展してきました。

　最
さいきん

近では、国
こくさいてき

際的な競
きょう

争
そう

が激しくなったり、人口が減
へ

ったり、少
しょう

子
し

化
か

や高
こうれい

齢化
か

が進
すす

んだ

りして工場の経
けいえい

営は厳
きび

しくなってきていますが、工場同
どう

士
し

や大学・国・県
けん

の研
けん

究
きゅう

機
き

関
かん

との

連
れんけい

携を強くし、新
しんせいひん

製品の開
かいはつ

発や人
じんざい

材育
いくせい

成に力を入れて創
そうぞうてき

造的なものづくりに取
と

り組んでい

ます。

坂城町の工場数・働く人の数の移
うつ

り変
か

わり
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②　坂城町の工場の特色

ア　坂城町に多い工場の種
しゅるい

類　

　下のグラフからわかるように、坂城町にある工場の半分以上は工作機械や産
さん

業
ぎょう

用
よう

ロボッ

ト、金属加工機械、建
けん

設
せつ

機械、農
のうぎょう

業機械などの生
せいさん

産用機械を作る仕
し

事
ごと

をしています。特
とく

に、

自
じ

動
どう

車
しゃ

・建設機械を作る工場との結
むす

びつきが強く、部
ぶ

品
ひん

関
かんけい

係を中心とした製品作りの仕事

が盛
さか

んです。また、プラスチック関係 (金
かながた

型・ 機械・製品成
せいけい

形）の仕事をしている工場

も多く、これは町内にある大きな射
しゃ

出
しゅつ

成
せいけい

形機
き

製
せいぞう

造工場とのつながりによるものです。

①　せんばんやロボットアームなどの工作機械、ミニショベルや油
ゆ

圧
あつ

ショベルなどの建設機械、

　　プラスチックの加工機械、トラクターなどの農業機械など

②　プラスチックの製品

③　建設機械の部品、ボルト・ナット・ねじ、工具など

④　自動車車体・ブレーキ・エンジン・エアコン、自
じ

転
てん

車
しゃ

、飛
ひ

行
こう

機
き

など

⑤　油
ゆ

圧
あつ

シリンダー、油圧ポンプ、変
へん

速
そく

機
き

、消
しょう

火
か

器
き ぐ

具など

⑥　電気測
そくてい

定器
き

、医
い

療
りょう

用
よう

計
けい

測
そく

器、半
はんどうたい

導体など

⑦　精
せいみつ

密測定器、医療用品、はかり、拡
かく

大
だい

鏡
きょう

など

⑧　発
はっこう

光ダイオード、液
えき

晶
しょう

パネル、スイッチ、コネクタなど

⑨　チョコレート、ジャム、みそ、漬
つけもの

物や山
さんさい

菜の加工食
しょく

品
ひん

など

⑩　タンス、戸、ふすまなど

⑪　火
か

災
さい

報
ほう

知
ち

器
き

設
せつ

備
び

、マイクロホン、アンテナ、携
けいたい

帯電話など

⑫　ガラス容
よう

器
き

、砂
じゃ

利
り

⑬　印刷物

⑭　織
おりもの

物、ふとん、タオル、カーテンなどの布
ぬの

製品

⑮　通信ケーブル、電力ケーブルなど

⑯　亜
あ

鉛
えん

メッキ銅
どうばん

板、鉄
てっこう

鋼切
せつだんひん

断品など

⑰　石けん、肥
ひ

料
りょう

、医
い

薬
やく

品、化
け

粧
しょう

品など

⑱　段
だん

ボール、紙
かみ

箱
ばこ

、掛
か

け軸
じく

、障
しょう

子
じ

紙
がみ

など

 
（『工業統計調査』から作成） 
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⑱紙・紙加工品（かみ・かみかこうひん）・パルプ

⑰化学工業（かがくこうぎょう）
⑯鉄鋼業（てっこうぎょう）

⑮非鉄金属（ひてつきんぞく）
⑭繊維工業（せんいこうぎょう）

⑬印刷（いんさつ）
⑫窯業・土石製品（ようぎょう・どせきせいひん）

⑪情報通信機械器具（じょうほうつうしんきかいきぐ）
⑩家具・装備品（かぐ・そうびひん）

⑨食料品（しょくりょうひん）
⑧電子部品（でんしぶひん）・デバイス

⑦業務用機械器具（ぎょうむようきかいきぐ）
⑥電気機械器具（でんききかいきぐ）

⑤はん用機械器具（はんようきかいきぐ）
④輸送用機械器具（ゆそうようきかいきぐ）

③金属製品（きんぞくせいひん）
②プラスチック

①生産用機械（せいさんようきかい）

製品種類別の工場数（2017年）

※
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イ　坂城町の工場の大きさ

　右のグラフからわかるように、坂城町の工場

の多くは、働く人が９人以下という小さな工場

です。経営者の多くが大きな工場に勤
つと

めてから

独
ひと

り立ちし、自分の工場を立ち上げたものだか

らです。これらは、自分の家で機械を買い、大

きな工場で学んだ技術を生かして、いろいろな

工場と契
けいやく

約して仕事をしています。働く人は家
か

族
ぞく

だけという工場もたくさんあります。そして、

誠
せい

意
い

のあるていねいな仕事ぶりのよさが認
みと

めら

れていますが、工場を続
つづ

けるためには経営者の

日々の努
ど

力
りょく

が欠
か

かせません。

ウ　坂城町の工場生産額
がく

　1963（昭和 38）年、123 社だった坂城町の工場数は、1993（平
へいせい

成５）年には、366 社と

目
め

覚
ざ

ましく増
ぞう

加
か

し、また、下のグラフのように、工業製品出
しゅっ

荷
か

額
がく

も 1961（昭和 36）年の

33 億
おく

円から 1991（平成３）年の 1895 億円と飛
ひ

躍
やく

的
てき

に成
せい

長
ちょう

してきました。ところが、1991（平

成３）年をピークに、工場数も出荷額も少なくなる傾
けいこう

向になり、不
ふ

安
あんてい

定な状
じょうきょう

況になってき

ました。そのため、多くの工場では、独自の製品を作ったり、ほかではまねのできない技

術で部品を加工したり、さかきテクノセンターやテクノハート坂城協
きょう

同
どう

組
くみあい

合の事
じ

業
ぎょう

に加
くわ

わ

りながら共
きょう

同
どう

で製品を作ったりするなど、工夫と努力によって身につけた技術を生かして

工場経営を進めてきています。

（２）特色ある工場

　坂城町には特色ある工場がたくさんあります。上のグラフの中で、働く人（従
じゅう

業
ぎょう

員
いん

）の

数が「300 人以上」の中から竹
たけうち

内製
せいさく

作所
しょ

を、「10 ～ 19 人」の中から大
だいもん

門製
せいさくじょ

作所を例
れい

に挙
あ

げ

て紹
しょう

介
かい

します。

（『坂城町町誌』『坂城町統計書』から作成）
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①　建設機械を作る工場「竹内製作所」

ア　設
せっけい

計・製造・販
はんばい

売までの一
いっかん

貫生産

　竹内製作所は 1963 年創
そう

業
ぎょう

の小
こ

型
がた

建設機械のメーカーです。

今から 50 年ほど前までは、住
じゅう

宅
たく

の基
き

礎
そ

工
こう

事
じ

は手
て

作
さ

業
ぎょう

で穴
あな

を

掘
ほ

っていましたが、「せまい場所でも使える小さくて便
べん

利
り

な機

械を」と依
い

頼
らい

を受
う

け、竹内製作所が世
せ

界
かい

で初
はじ

めてミニショベル

（重
おも

さ６トン未
み

満
まん

のものをミニショベル、６トン以上のものを

油
ゆ

圧
あつ

ショベルと言います。）を開発しました。

　ミニショベルは 3000 点以上もの部品で作られていますが、

部品を作る何百という工場の協
きょう

力
りょく

を得
え

ながら、坂城町にある本

社工場で完
かんせいひん

成品を作っています。

イ ミニショベルができるまで

新しい製品を開発・設計

する。

溶断された部分は、溶接

してブーム（腕
うで

）などに

なる。

① 開発

④ 溶
ようせつ

接

② 試
し

験
けん

⑤ 穴あけ・機械加工

③ 材
ざい

料
りょう

の溶
ようだん

断

⑥ 組立

新しい製品の試験を行

い、合
ごうかく

格すると大
たい

量
りょう

生産

される。

工作機械で部品に穴あけ

や機械加工を行う。

部品をレーザーなどによ

り切り抜
ぬ

く。

加工された部品は組立ラ

インで組み立てていく。

ミニショベル
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組み立てられた製品１台

１台、細かい検査をする。

出荷前に、製品の最終検

査を行う。

⑦ 性
せいのう

能検
けん

査
さ

⑩ 最終検査

⑧ 塗
と

装
そう

⑪ 出荷

⑨ 最
さい

終
しゅう

組立

検査で合格した製品に仕

上げ塗装をする。

できあがったら製品をト

ラックにのせて、注文先

へ送
おく

り届
とど

ける。

塗装後に残
のこ

りのパーツを

取り付ける。

ウ　竹内製作所のグローバルネットワーク（世界的販売網
もう

）

　竹内製作所の製品は坂城町にある本社工場で完成させた後、製品の約 90％以上はアメ

リカやヨーロッパなど海外に輸
ゆ

出
しゅつ

されています。1989（平成元）年の有
ゆうめい

名な「ベルリンの

壁
かべ

」の取り壊
こわ

し作業にも、竹内製作所のミニショベルが使われました。海外の様
さまざま

々な気
き

候
こう

や環
かん

境
きょう

下
か

でも耐
た

えられるタフな製品づくりにこだわり、次のページの図のようにヨー

ロッパで２位、北アメリカで５位という世界シェアを誇
ほこ

っています。（出
しゅっ

典
てん

：Off-Highway 

Research 社、2020 年３月）

　ミニショベルは、住宅建
けんちく

築の基礎工事、水道管
かん

やガス管などの生活インフラ工事（生活

を支
ささ

えるもとになる工事）などで活躍し、人々の毎日の暮
く

らしを支え続けています。
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エ　竹内製作所が生んだクローラーローダー

　1986（昭和 61）年に世界で初めて竹内製作所が開発しま

した。無
む

限
げん

軌
き

道
どう

式
しき

（いくつかの車
しゃりん

輪にベルトをかけ、回
かいてん

転

させて走行する方法）で、粘
ねん

土
ど

質
しつ

の土地や、でこぼこした

土地での作業に適
てき

しています。粘土質の土地が多いアメリ

カで、需
じゅ

要
よう

のほとんどを占
し

めていることも特
とく

徴
ちょう

です。

②　フレキシブルチューブを作る工場「大門製作所」

　いちばん左の写
しゃ

真
しん

は、東
とうほく

北・北
ほっかいどう

海道新
しんかんせん

幹線グランクラスの座
ざ

席
せき

の写真です。この座席と

座席の間についている読
どくしょ

書灯
とう

は、大門製作所で作られているフレキシブルチューブが使わ

れています。フレキシブルチューブは、どんな角
かく

度
ど

にも曲
ま

げられ、曲げたままの形を保
たも

ち、

しかも軽
かる

くてじょうぶなので評
ひょう

判
ばん

がよく、たくさんの会社から注
ちゅうもん

文がきています。

　真
ま

ん中の写真は、ナースコールの写真です。病
びょう

院
いん

に入
にゅう

院
いん

している人が指
ゆび

でボタンを押
お

す

ことができなくても、センサーで音や息
いき

、光、皮
ひ

ふの接
せっしょく

触などを感
かん

知
ち

し、看
かん

護
ご

師
し

や医
い し

師に

呼
よ

び出しを知らせることができます。

世界で活
かつやく

躍するミニショベル

※ 

ヨーロッパ

北アメリカ 

※�連
れんけつ

結売
うりあげだか

上高

　�　その会社だけでな

く、子会社も含
ふく

めた

売上高のこと

クローラーローダー

フレキシブルチューブを使用した製品
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イ　製品のゆくえ

　できあがったフレキシブルチューブは、主に東京方面に出荷され、マイクロホン・ ビ

デオスキャナー・ヘッドフォン・クリップ・ファイバースコープなどに使われます。多い

ときで、1日１万本ものフレキシブルチューブが送り出されています。

ウ　働く人の工夫と苦労 (社長の宮
みやざわ

澤興
おき

道
みち

さんのお話 )

　前の社長であるわたしの父の家はりんご農
のう

家
か

でした

が、1959（昭和 34） 年の台
たいふう

風で、大
たいへん

変な被
ひ

害
がい

を受けま

した。父は、農業をあきらめ、東京の電気メーカーに

勤めるようになりました。その会社で、フレキシブル

チューブと出あいました。フレキシブルチューブの作

り方は大変むずかしく、長年の経
けいけん

験や知識に基
もと

づいた

技術が必要です。父は、一
いっしょうけんめい

生懸命修
しゅぎょう

行し、誰
だれ

にも負
ま

け

ない技術を身につけました。

　そして、坂城町にもどってフレキシブルチューブの

会社を始めました。おかげで評判もよく、東京や外国の会社からも注文がくるようになり

ました。一本一本手作りの技術が評
ひょう

価
か

され、父は「信
しんしゅう

州の名
めいこう

工」にも選
えら

ばれました。

　わたしは父から会社を引き継
つ

ぎ、会社で作ったフレキシブルチューブが、マイクロホン

やＬＥＤスタンド、デスクライトのような製品の中に使われていることを誇りに思います。

フレキシブルチューブは正
しょう

直
じき

高いですが、それには理
り

由
ゆう

があります。今まで培
つちか

われてきた

技術を駆
く し

使し、一本一本のほとんどを手作りで製造しています。ですから、製品の仕上が

り、品
ひんしつ

質に自
じ

信
しん

を持って製作した製品であり、他社と比
くら

べて値
ね

段
だん

が高くても、実
じっさい

際はそれ

に見合った適
てきせい

正価
か

格
かく

であることを納
なっとく

得され、お客様に購
こうにゅう

入していただいています。

ア　協力し合う工場

　フレキシブルチューブ

は、右の図のように、いく

つかの工場の協力によって

作られています。

マイクロホン

宮澤興道さん

マイクロホンなどを作る工場

（東京方面に約 20 の工場）

フレキシブルチューブ

を作る工場

（坂城町の工場）

製品にメッキ・

色ぬりをする工場

材料の針
はりがね

金を

作る工場

取り付け金
かな

具
ぐ

の

もとを作る工場
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（３）工業の町を支
ささ

えるために

①　公
こうえき

益財
ざいだん

団法
ほうじん

人さかきテクノセンター

　さかきテクノセンターは、坂城町の工業をより発展させ、

支えていくため 1993（平成５）年にオープンしました。最

近の工業技術は、より精
せいみつ

密になり、日々高
こう

度
ど

化
か

しています。

  ところが、坂城町の工場の多くは９人以下の小さな工場

ですから、取引工場からの注文に応
こた

え、新しい技術を取り

入れていくことは、大変なことです。

　そこで、テクノセンターでは、これらの工場を助けるた

めに新しい専
せんもん

門の知識や技術を教えたり、情
じょう

報
ほう

を伝
つた

えたり

しています。

　また、試験・計
けいそく

測技術を向
こうじょう

上させるために、様々な試験・

測
そくてい

定器
き

を設
せっ

置
ち

したり、工場の共同研究や技術の相
そうだん

談に応
おう

じ

たりしています。

　さらに、テクノセンターでは、子どもたちに簡
かんたん

単な技術

を教えたり、工作教室など楽しい催
もよお

しを行ったりもしてい

ます。

　この施設を建物として示すときは、「坂城テクノセンター」と書きます。

②  テクノハート坂城協
きょう

同
どう

組
くみあい

合

　テクノハート坂城協同組合は、1992（平成４）年に町内

製造業 123 社により設立され、坂城テクノセンターの中に

あります。

　ここでは、工場で働く人を確
かく

保
ほ

するために、高校生・大

学生の工場見学や体
たいけん

験学
がく

習
しゅう

のお手伝いをしたり、高校の先

生との懇
こんだんかい

談会をしたりしています。また、工場で使う材料

や備
び

品
ひん

を共同で買ったり、工場での仕事を見つけてあげた

りもしています。さらに、町内企
き

業
ぎょう

の交流を図
はか

って町の工

場を応
おうえん

援しています。

③　Ｂ.Ｉプラザさかき

　Ｂはビジネス、Ｉはインキュベータ（事業を始める人の

支
し

援
えん

を行う組
そ

織
しき

のこと）を表しています。2002（平成 14）

年に開設されました。

　B.I プラザさかきでは、初めて工場を作ろうとする人や、

新しい分
ぶん

野
や

の工場の仕事を始めようとする人たちに対して

工場施
し

設
せつ

を貸
か

し、研究開発や会社経営をお手伝いしていま

す。このようにして坂城町に新しい会社ができていきます。　

坂城テクノセンター

計測器の講
こう

習
しゅう

会
かい

大学生の工場見学会

Ｂ.Ｉプラザ
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ぶどう りんご 米 ばら トルコギキョウ カーネーション

生産額（億円）

(年)

２　坂
さ か

城
き

町の農
の う

業
ぎょう

（１）農業の特
とく

色
しょく

 　　　　　　

　坂城町の農業は、花
か

き栽
さいばい

培のほか、現
げんざい

在は果
か

樹
じゅ

栽培が中心に行われています。

　りんご・ぶどうの果樹栽培は、北
きた

日
ひ

名
な

や南
みなみ

日
ひ

名
な

、御
ご

所
しょ

沢
ざわ

、四
よ

ツ
つ

屋
や

などの日当たりのよい

扇
せん

状
じょう

地
ち

を中心に行われています。また、坂城町は雨の少ない地
ち

域
いき

で、昼と夜の温
おん

度
ど

差
さ

が大

きいことから果樹栽培に適
てき

しています。りんごでは、ふじをはじめ、長
なが

野
の

県
けん

オリジナルの

シナノスイート、シナノゴールド、秋
あき

映
ばえ

などの新
しん

品
ひん

種
しゅ

が作られ、ぶどうでは巨
きょ

峰
ほう

のほか、シャ

インマスカットやナガノパープルなど多
た

様
よう

な高
こう

品
ひんしつ

質のぶどうが栽培されています。

　千
ち

曲
くま

川
がわ

流
りゅう

域
いき

の平
たい

らな土地を利
り

用
よう

して上
かみ

五
ご

明
みょう

ではばらが、網
あみ

掛
かけ

ではトルコギキョウ・カー

ネーションが盛
さか

んに作られていましたが、今は大
たいへん

変少なくなっています。

　果樹や花き以
い

外
がい

では、古くから地域の伝
でんとう

統食
しょく

である「おしぼりうどん」の材
ざい

料
りょう

として親
した

しまれてきた、ねずみ大
だいこん

根（中
なか

之
ん

条
じょ

大
だいこん

根）の栽培も行われ、地域の特
とく

産
さん

品
ひん

となっています。

　坂城町の農
のうさんぶつ

産物は、市
いち

場
ば

やお店の人に味
あじ

や色づきなどで人気があり、また産
さん

地
ち

としての

信
しんよう

用があります。これは、栽培する人たちが、買う人の気
き も

持ちを考えて、よい作
さくもつ

物を作ろ

うと研
けん

究
きゅう

を重
かさ

ねてきたからです。

　しかし、下のグラフからわかるように、代
だい

表
ひょう

的
てき

な農産物の生
せい

産
さんがく

額が減
げん

少
しょう

の傾
けいこう

向にありま

す。なぜでしょうか。その理
り

由
ゆう

を考えてみましょう。

主
おも

な農産物の生産額の移
うつ

り変
か

わり

（『坂城町統計書』から作成）
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　左のグラフは、坂城町の土地利用の

移り変わりを表
あらわ

したものです。ここか

ら、田や畑
はたけ

の面
めんせき

積が年々減
へ

ってきてい

ることがわかります。反
はんたい

対に宅
たく

地
ち

面積

が増
ふ

えています。

　左下のグラフを見てください。農
のう

家
か

数も減
へ

ってきています。また、農業だ

けの仕
し

事
ごと

をしている専
せん

業
ぎょう

農家は少な

く、農業と農業以外の仕事をしている

兼
けん

業
ぎょう

農家が多いのがわかります。

　さらに、右下のグラフからわかるよ

うに、農業の仕事をしている人の多くは 50 歳
さい

以
い

上
じょう

の人です。細かい作業や暑
あつ

い日の作業

はとても大変なことです。しかし、現在は草刈
か

りや農
のうやく

薬の散
さん

布
ぷ

などの機
き

械
かい

化
か

も進んでおり、

品質の高い農産物を短
みじか

い時間で効
こうりつ

率的
てき

に栽培しています。

（２）北日名・南日名のりんご

　みなさんも知っているように、長野県はりんごの特産地で全
ぜんこくてき

国的に有
ゆうめい

名です。長野県全

体で、年間 13 万トン（１トンは 1000kg）ぐらい生産していて青
あおもり

森県に次
つ

いで、全国第２

位の生産量です。

　坂城町でも年間 900 トン以上のたくさんのりんごが作られています。坂城町で作られる

品種の半分は、「ふじ」というりんごです。ふじは大きくてとてもおいしいりんごです。

ほかには「つがる」「王
おう

林
りん

」などのほか、「秋
あき

映
ばえ

」「シナノスイート」「シナノゴールド」「シ

ナノリップ」などの新しい品種や坂城町オリジナルの「夏
なつ

乙
おと

女
め

」も作られています。

0

200

400

600

800

1000

 1978 83 88 93 98 2003 08 13 18

坂城町の土地利用の移り変わり

畑 田 宅地

面積

(ha)

(年)

（『坂城町統計書』から作成）

（『坂城町統計書』から作成）
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坂城町の農家数の移り変わり

専業農家数 兼業農家数 販売農家総数

(戸)

(年）

5％

20〜29歳
4％

40〜49歳
9％

50〜59歳
17％

60〜69歳
24％

30〜39歳

15〜19歳
2％

80歳以上

16％

（『坂城町統計書』から作成）

坂城町で農業の仕事をする人の

年齢の割合(2015年）

 

ねんれい わりあい

70〜79歳
23％
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　坂城町で作られるりんごは大
おおさか

阪や北
ほくりく

陸地
ち

方
ほう

で評
ひょう

判
ばん

がよく、たくさん出
しゅっ

荷
か

されています。

坂城地区南日名のりんご農家、小
こ

宮
み や ま

山文
ふみ

敏
とし

さんにりんご作りの工夫についてお聞きしまし

た。

 「小宮山文敏さんのお話」

　りんご作りでは、着
ちゃく

色
しょく

や味のよいものにするため、りんご

のまわりの葉
は

を摘
つ

んだり（葉摘み）、太
たいよう

陽の光がリンゴ全体

に当たるようにりんごを１個
こ

ずつ少し回
かいてん

転させたりする（玉
たま

回
まわ

し）ほか、下
したえだ

枝にも日が当たるよう、わい化
か

（木を小さく

育てる方法）に変
か

えたり、甘
あま

みを出すために袋
ふくろ

をかけないで

作ったりなど、いろいろと工夫をしています。また、買って

くれる人が安
あんしん

心して食べられるように、消
しょうどく

毒を減らしていま

す。最
さいきん

近では、「シナノホッペ」という赤みの濃
こ

い新しい品

種のりんごも作っています。

　このように、坂城町のりんごが、全国の多くの人たちに喜
よろこ

ばれるよう、がんばっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（３）巨峰作りの仕事

　坂城町で作られているぶどうの４割
わり

は巨峰という品種です。巨峰は、種
たね

があるものとな

いものがありますが、最近は種のないものが多く作られていて、粒
つぶ

が大きく甘く、高
こう

級
きゅう

品
ひん

として売れます。

　しかし、巨峰作りの仕事は決
けっ

して楽な仕事ではありません。成
せい

長
ちょう

にともなって高いぶど

う棚
だな

に手を伸
の

ばして行う作業や雨が降
ふ

っても決められた時
じ き

期に行う作業などをきちんとし

ないと、粒が大きくならなかったり、種なしのはずが種が入ってしまったりなど、売り物

にならないことがあるからです。

①　房
ふさ

作
づく

り（房こき）の仕事

　５月終
お

わりごろになると、ぶどう一房にうす緑
みどり

色の花

のつぼみ（花
か

穂
すい

）がたくさんつきます。このとき、収穫

する房の形を考えて、右の図のように必
ひつよう

要のないつぼみ

を取
と

る仕事をしなくてはなりません。この仕事を房作り

と言います。

　以
い

前
ぜん

は、ハサミを使
つか

って、房の中心の軸
じく

から分かれた

軸を一段
だん

ずつ切り落
お

としていましたが、1977（昭
しょう

和
わ

52）年に四ツ屋の宮
みや

下
した

忠
ただし

さんがハサ

ミを使わずに、指
ゆび

で軸をこき落とす「房こき」という新しい方法を考えました。この方法

は、ぶどう農家や市場の人たちから受
う

け入れられ、坂城町の技
ぎ

術
じゅつ

として全
ぜんけん

県、全国に広が

りました。この方法によって、房作りの手
て ま

間が減り、できたぶどうの房の形もきれいで大

きさのそろったもの（にぎり房）ができるようになりました。

必要のないつぼみを取る

 りんごを収
しゅう

穫
かく

する小宮山さん
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　しかし、新しい方法でも花は天
てんこう

候によっていっせいに咲
さ

いてしまうので、短い時間にた

くさんの房こきをしなければなりません。

　南
みなみ

条
じょう

地区山
やま

金
かな

井
い

の宮
みやした

下登
と

満
ま

夫
お

さんのお宅
たく

では、宮下さんと家
か

族
ぞく

が３か所
しょ

の畑（45a ほど）

でぶどうを作っていますが、この作業のときには、家族以外の人にも頼
たの

んで４、５人ほど

で仕事をします。

②  摘
てき

粒
りゅう

の仕事

　７月になると、ぶどうの粒も大きくなります。このとき、摘粒という仕事をします。こ

れは、一房のぶどうの粒を 35 粒前後にし、その重さも 360g 以上になるように、余
よ

分
ぶん

な粒

をはさみで切り落とす仕事です。粒の数が多すぎると、粒が小さくなり色つきが悪
わる

く、甘

みが出ません。この仕事も大変ですが、これがよいぶどう作りの決
き

め手になります。

③  巨峰の出荷

　９月になると、巨峰の粒は紫
むらさき

色に色づき、収穫

の時期になります。農家では、朝の４時か５時に

は起
お

きて巨峰を収穫します。収穫された巨峰は、

一房の重さを計ったり、大きさをそろえたり、色

づきの悪いものや傷
いた

んだものがないか、一房一房

ていねいに調
しら

べたりして箱
はこ

やパックにつめます。

そのとき、巨峰の新
しんせん

鮮さを示
しめ

す粒の表
ひょうめん

面の白い粉
こな

を手で触
さわ

って落とさないように気をつけます。箱
はこ

づめされた巨峰は、次のようにして店に並
なら

びます。　　

「宮下登満夫さんのお話」

　わたしが巨峰を作り始
はじ

めたのは、1965（昭和 40）年ごろです。初
はじ

めてのことなので指
し

導
どう

員
いん

の先生に教えてもらったり、山から切ってきた木で仲
なか

間
ま

といっしょにぶどう棚
だな

を作っ

たりしたことを思い出します。

　ぶどう作りは棚に手を伸ばしての仕事が多く、大変なこともあります。しかし、房作り

のように自分の房の作り方でぶどうを理
り

想
そう

の形に整
ととの

えようという意
い

欲
よく

が持てる仕事です。

手がかかるけれど、それだけ、ぶどう一房一房に愛
あい

着
ちゃく

が持て、収穫の時、どきどきしなが

ら袋を取ります。

巨峰の重さを計る宮下さん

スーパーマーケットの店
てんとう

頭に並ぶまでの巨峰の流
なが

れ

１日目 ２日目

店にならべる流
りゅう

通
つ う

センター収穫・箱詰め

朝 昼 朝 10時
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（４）新しい品種のぶどう

　2006（平
へいせい

成 18）年に品種登
とうろく

録されたシャインマスカットは、種なしで黄
き

緑
みどり

色の大きな

粒のぶどうです。皮
かわ

ごと食べられ、パリッとした歯
は

ごたえの甘いぶどうで、子どもから高
こう

齢
れい

者
しゃ

まで幅
はば

広く人気があり、坂城町でも長野パープルとともに、最近は生産が増えていま

す。

　シャインマスカット作りは、６

月の初
はじ

めごろ花が咲き終わって

から、ジベレリンという植
しょく

物
ぶつ

のホ

ルモンの液
えき

を使って、開花と開

花 10 日後ぐらいの２回、種なし

の作業をしたり、粒を大きくした

りするための手間のかかる作業を

します。また、巨峰と同じような

房こきや摘粒の作業のほか、粒が

大きくなってくると紙の袋とかさ

をかけて、病
びょう

気
き

や鳥からぶどうを

守ったり、日よけをして粒の色を調整したりするなど、手間をかけて質のよいぶどうを作

る努
ど

力
りょく

をしています。

（５）斜
しゃめん

面を利
り

用
よう

したぶどう作り

　千曲川をはさんで東
ひがしがわ

側の斜面には、たくさんのぶど

う畑があります。ぶどうは、日当たりがよく雨が少な

い水はけのよい土地に適した作物で、坂城町の気候や

地形はぶどう作りにはとても適しています。しかし、

必要な時期に雨が十分降らないと粒の大きなよいぶど

うはできません。そのため千曲川からポンプで水をく

み上げて、７月から８月の初めまでは、スプリンクラー

でぶどう畑に水をまいています。このような工夫をし

て坂城産のおいしいぶどうが栽培されています。

（６）「長野ローズ」のばら

　かつて東
とうきょう

京の大きな市場には、坂城町のばらがたくさん出荷されていて、そのほとんど

が村上地区でビニールハウスや大
おおがた

型ガラス温
おんしつ

室などで育
そだ

てられていました。しかし、今で

は、村上地区でばらを作っている人は、様
さまざま

々な理由で少なくなってしまいました。

　そのような中で、今もいろいろな努力をして、ばらの栽培と販
はんばい

売に励
はげ

んでいる上五明の

有
ゆうげん

限会
がいしゃ

社「長野ローズ」の社長、竹
たけうち

内栄
えいいち

一さんにお聞きしました。

袋とかさのかかった
シャインマスカット

収穫まぎわの
シャインマスカット

スプリンクラー
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「竹内栄一さんのお話」

　わたしの会社は、1966（昭和 41）年に父が

設
せつりつ

立したものです。父は 1950（昭和 25）年に露
ろ

地
じ

（おおいのない土地）でばら栽培を始め、ビニー

ルハウスや大型ガラス温室による施設栽培で、切

り花用のばらをたくさん出荷していました。しか

し、ほかの地域でもばらを作る人が増えて競
きょう

争
そう

が

激
はげ

しくなったり、切り花の需
じゅ

要
よう

が少なくなってき

たり、ばらを育てるための設
せつ

備
び

や燃
ねん

料
りょう

に費
ひ

用
よう

がか

かったりして、ばらを栽培するのが大変になって

きました。　

　わたしは、今の会社に 1983（昭和 58）年に入社し、

そのような様
よう

子
す

を見てきて、2000（平成 12）年に

「ザ・ローズショップ」を開
ひら

き、インターネットで

の通
つうしん

信販売を始めました。

　インターネットでの切り花主
しゅ

体
たい

の売り上げは、

最
さい

初
しょ

は少なく経
けいえい

営が大変だったのですが、庭
にわ

でば

らを育てて楽しむ家
か

庭
てい

が増えてきて、切り花より

もばらの苗
なえ

の売り上げの方が、伸び率
りつ

が高いとい

うことがわかってきました。そこで、ばらの栽培・

販売を切り花用から苗にかえ、たくさん売れるようになりました。お客
きゃく

さんから喜びの声

やメールをいただいたとき、ばら作りを続
つづ

けていてよかったと思います。

　しかし、最近は、インターネットでの販売をする会社も増え、競争も激しくなっている

ので、高
こうひんしつ

品質なばらや長野ローズのオリジナルのばら品種を作り、多くの人にばらを育て

る喜びや咲かせる感
かんどう

動を楽しんでいただければと思っています。

（７）伝
でんとう

統野
や

菜
さい

のねずみ大根

　ねずみ大根は「なかんじょ（中之条）大根」とも呼
よ

ばれ、

江
え ど

戸時
じ

代
だい

に長
ながさき

崎から伝
つた

えられたと言われています。中之

条地区を中心に栽培されてきました。大根の首の部分か

ら下がねずみの形に似
に

ていることから「ねずみ大根」と

名付けられました。

　ねずみ大根の栽培には、日当たりがよく水はけのよい

小石が混
ま

じった土が適しているとされ、扇状地の畑の多

い坂城町は、ねずみ大根栽培に適しています。

　ねずみ大根は、辛
から

味
み

が強く、大根のしぼり汁
じる

にみそやかつお節
ぶし

、ねぎなどを入れ、かま

あげうどんをつけて食べる「おしぼりうどん」として使われるほか、たくあんやおやき、

ドレッシングなどにも利用されています

ばらの苗を育てる竹内さん

たくさんの品種のばらの苗

ねずみ大根 
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　ねずみ大根は坂城町の伝統野菜ですが、農家が

ねずみ大根を作って、その種を採
と

ってまた育てる

ということを繰
く

り返
かえ

すうちに、ねずみ大根の本
ほんらい

来

の形や特
とくちょう

徴が変
か

わってきてしまいました。　　　　　　　　　　　　　　　　

　そこで、ねずみ大根を守ろうと、1999（平成 11）

年に、「坂城町ねずみ大根振
しんこう

興協
きょう

議
ぎ

会
かい

」ができ、ね

ずみ大根の本来の特徴を出せるよう品種改
かいりょう

良を重
かさ

ね、５年がかりで実
じつげん

現することができました。ね

ずみ大根を坂城町の特産品として守るため、ねず

み大根の種は、協議会の会
かいいん

員以外には販売していません。また、種がほかの地域で採れな

いよう、出荷のときには、葉をすべて切り取ったりするなど、品種を守る取り組みは今も

続いています。

（８）６次
じ

産
さん

業
ぎょう

化
か

　最近では、ワイン用のぶどうを栽培し、専
せんよう

用の

工場（醸
じょうぞうじょ

造所）でワインを作って販売したり、レ

ストランを開いたりする取り組みも始まっていま

す。

　このように、農
のうりん

林水
すいさんぎょう

産業（１次産業）を仕事と

している人が、農産物や水産物の生産だけでなく、

それを食品として加
か

工
こう

し（２次産業）、流
りゅうつう

通や販売

（３次産業）にも取り組み、農林水産業を活
かっせい

性化
か

さ

せ、地域の経
けいざい

済を豊
ゆた

かにしていこうとする新しい

産業を、「６次産業化」（１次産業×２次産業×３

次産業＝６次産業化）と呼
よ

んでいます。

　町では、「坂城町ワイン」のブランド化（名前が

知れわたるような有名な商品にすること）を目
め ざ

指

し、このような取り組みを支援し、町全体でワイ

ン産地としての発展を図っています。

おしぼりうどん

ワイン用のぶどう

ワインの醸造所
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３　坂
さ か

城
き

町の商
しょう

業
ぎょう

（１）種
しゅるい

類別
べつ

の店の数

　みなさんも坂城町にある店で買い物
もの

をしたことがあると思います。下のグラフからわか

るように、坂城町には、73 軒
けん

ほどの店があります。中でも、毎日の生活に欠
か

かせない食

べ物の店が一番多いですね。

（２）店の数と働
はたら

く人の数

　下のグラフからわかるように、1982（昭
しょう

和
わ

59）年以
い

降
こう

、店の数は減
へ

ってきています。

いろいろな物を売る大きな店が町内にいくつかできたときは、従
じゅうぎょう

業員
いん

（店で働く人）が増
ふ

えましたが、店が閉
と

じたり規
き

模
ぼ

が小さくなったりしてからは、働く人も減ってきています。

　坂城町は、店がおよそ 2500 軒ある長
なが

野
の

市や 1000 軒ある上
うえ

田
だ

市にはさまれ、しかも町外

の交通の便
べん

利
り

な所
ところ

に大きな店がたくさんできたため、町外に買い物に出かける人が増え、

町内の店を利
り

用
よう

する人が減ってきています。

 （『坂城町統計書』から作成） 
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その他

織物・衣服・身の回り品

機械器具(自動車・自転車・

電気機械器具など)

飲料・食料品

(軒)

 坂城町の種類別商店数（小
こ

売
うり

業
ぎょう

のみ　飲
いん

食
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店を除く 2014 年）
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（『坂城町統計書』から作成） 
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（３）坂城駅
えき

の周
まわ

りにある商
しょう

店
てん

の様
よう

子
す

　坂城町の中でも、坂城駅の周りにはいくつかの店があります。坂城駅を出ると、東に向
む

かって横
よこまち

町・田
た

町
まち

の商店が、北に向かって立
たてまち

町・昭
しょう

和
わ

通
どお

りの商店があります。

　かつては、今よりもたくさんの店が集
あつ

まっていて、駅前商店街
がい

と呼
よ

ばれていました。し

かし、昔
むかし

より店がだいぶ減ってきてしまいました。

洋服

洋服

水道

新聞

歯医者

食
堂

お
菓
子

横　町　通　り

立
　
町
　
通
　
り

坂
城
駅

米

服 美
容
院

薬
屋

美
容
院

銀
行

け
や
き
横
丁

本
屋

文
房
具

床
屋

食
堂

食堂

鉄の展示館
鐵のほそ道

食堂

カフェ

酒店

食
堂

床
屋

銀
行

郵便局

坂木宿ふるさと歴史館

右上の写真の向き 

 

立町通りの様子（2020 年）

横町通りの様子（2020 年）
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（４）薬
くすり

屋
や

の様子「日
ひ

野
の

屋
や

薬
やっ

局
きょく

」

　横町に古くからある薬屋を紹
しょう

介
かい

します。店に行ってみ

ると、店の前ににぎやかに並
なら

べられた商
しょう

品
ひん

がすぐ目にと

まります。店の人に仕
し

事
ごと

の様子や工
く

夫
ふう

をたずねてみまし

た。

①  店の始
はじ

まり

　1921（大
たい

正
しょう

10）年から、今の店
てん

長
ちょう

のおじいさんが薬の

販
はんばい

売を始めました。そのころは、今より薬屋の数が少な

かったそうです。

②  仕事の様子

ア�　開
かいてん

店している時間は、朝８時から夜８時までで、日

曜日は休みです。けれど、それ以
い

外
がい

の時間でも急
きゅう

に具
ぐ

合
あい

が悪
わる

くなって店に来る人のために、店を開
あ

けることがたびたびあります。 

イ�　忙
いそが

しい時間は、午前中と夕方です。病
びょう

院
いん

に行った人が薬を取りに来たり、仕事帰
がえ

りの

人が買いに来たりすることが多いからです。

ウ  はにしな寮
りょう

やさかき美
み

里
さと

園
えん

などの施
し

設
せつ

や高
こうれいしゃ

齢者のお宅
たく

へ薬を届
とど

けています。

エ�　「たなおろし」といって、一年に一度
ど

、店にある薬や化
け

粧
しょう

品
ひん

、雑
ざっ

貨
か

全
ぜん

部
ぶ

の品
ひんめい

名と数
すう

量
りょう

を調
しら

べる仕事があります。とても大
たいへん

変な仕事です。

③  店の工夫

ア�  季
き

節
せつ

にあった商品（夏は虫さされの薬、冬はカイロなど）や、売り出しの商品を店の

中の特
とくせつ

設コーナーに並べて、人の目につきやすくしています。

イ�　すすめたい薬やたくさんのお客
きゃく

さんが求
もと

めている

薬は、目立つようにその薬の値
ね

段
だん

やききめをカード

に書いて掲
けい

示
じ

します。 

ウ�　お客さんに売り出し商品の紹介を書いたはがきを

出します。

エ�　自分の店の「ぴょんちゃんカード」を作り、店に

くる人の楽しみにしてもらっています。

④  やりがいのある仕事

　薬屋（薬
やっきょく

局）の仕事は、休みの日でも、夜遅
おそ

くても具合が悪くなった人が訪
おとず

れるため、

休みがないようなものです。けれど、こうして地
ち

域
いき

のみなさんの役
やく

に立てることに、とて

もやりがいを感
かん

じます。

日野屋薬局

ぴょんちゃん (メンバーズ )カード
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（５）坂城町のにぎわいを目
め ざ

指して

①　商
しょう

工
こう

会
かい

の仕事

ア　商工会ってなあに

　商工会は、店や工場の仕事をしている人たちが

困
こま

ったときに相
そうだん

談にのったり、助
たす

けたりする仕事

をします。それだけではなく、決まった時
じ

期
き

に店

や工場を回ってアドバイスをしたり、経
けいえい

営に必
ひつよう

要

な知
ち

識
しき

や技
ぎ

術
じゅつ

などを知らせるため講
こう

習
しゅう

会
かい

を開いた

りしてくれます。

　また、坂城駅周
しゅう

辺
へん

の区
く

域
いき

をはじめ、坂城町にた

くさんの人に訪れてもらうための事
じ

業
ぎょう

や工業・商

業の催
もよお

し物
もの

の開
かい

催
さい

、商品券
けん

の販売などを通じて、

地域（まち）の活
かっ

性
せい

化
か

を進めています。

イ　盛
も

り上がる「ふーど市」

　商工会が主
しゅ

催
さい

する「ふーど市」は、毎回たくさ

んの人々が集まって大変盛り上がります。地元の

商店を中心に野
や

菜
さい

や果
くだもの

物、肉
にくるい

類などの生
せいせん

鮮食
しょく

品
ひん

や、

お菓
か

子
し

、やきとり、飲
の

み物、手作り雑貨などをま

とまって販売する催し物で、坂城駅前や鉄
てつ

の展
てん

示
じ

館
かん

前、文
ぶん

化
か

センター周辺などいろいろな場所で開

いています。品
しなもの

物の販売だけでなく、スタンプラ

リー抽
ちゅう

選
せん

会
かい

など大
おおぜい

勢の人が楽しめる様
さまざま

々なイベン

トを行っています。　　　　　　　　　　

ウ　新しい取
と

り組
く

みの「まちゼミ」

坂城町商工会館

ふーど市

「得するまちのゼミナール」のチラシ

　2018（平
へいせい

成 30）年からは、町の商店が地域の

人に愛
あい

される店づくりを行うため、店の人が講
こう

師
し

となって、包
ほう

丁
ちょう

の研
と

ぎ方、スーツの手入れ、

タルタルソースの作り方など、専
せんもんてん

門店ならでは

の専門的知識や情
じょう

報
ほう

、コツを無
む

料
りょう

で楽しく教え

てくれる「得
とく

するまちのゼミナール」という

少
しょうにんずうせい

人数制のミニ講
こう

座
ざ

を商工会が開いています。

このことによって、地域の人に店のことを知っ

てもらうとともに、会話の中で地域の人の声を

聞いて店の経営に生かしていくことに役立てて

います。
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②　坂城町中心市街地のまちづくり

　坂城駅の周りは町の玄
げんかん

関口
ぐち

であり、坂城町発
はってん

展の中心としての役割を持っています。こ

の駅前の商店（昭和通り・立町・横町・田町）をたくさんの人々に利用してもらうことは、

町の発展のためにとても重
じゅう

要
よう

なことです。

　町では、立町通りの旧
きゅう

坂
さか

木
き

宿
じゅく

本
ほん

陣
じん

跡
あと

、表
おもて

門
もん

の修
しゅう

復
ふく

とともに、本陣を勤
つと

めた旧宮
みやばら

原家
け

の敷
しき

地
ち

に建
た

て

られた、旧春
かす

日
が

邸
てい

（昭
しょう

和
わ

初
しょ

期
き

の木
もくぞう

造３階
がい

建
だて

）を活

用し、2005（平成 17）年に「坂木宿ふるさと歴
れき

史
し

館
かん

」をオープンしました。ここでは、歴史資
し

料
りょう

の

展示のほかに、毎年２月から２か月間、坂城町内

外に残
のこ

る昔
むかし

からのひな人
にん

形
ぎょう

を展示し、お客さんを

集めるようなイベントも行っています。

　たくさんの人々が利用する坂城駅は、2004（平

成 16）年全
ぜんめん

面改
かいそう

装されて、絵などを飾
かざ

るギャラ

リーも整
せい

備
び

されて利用する人々を喜
よろこ

ばせていま

す。2016（平成 28）年には、エレベーターが設
せっ

置
ち

され駅がさらに使
つか

いやすくなりました。冬の駅前

イルミネーションの点
てんとう

灯や 169 系
けい

電車を活用した

様々なイベントが行われ、町内外から訪れる人々

に楽しんでもらっています。

③　商業インキュベーター施設「けやき横
よこ

丁
ちょう

」

　「けやき横丁」と名づけられたこの施設は、新し

く店を開こうとする人たちのために、部
へ

屋
や

を貸
か

し、

実
じっさい

際にお客さんを相
あい

手
て

に商
しょう

売
ばい

をしてもらい、商業

の基
き

本
ほん

を学んでもらうものです。このけやき横丁

で経
けいけん

験したことを生かして、いずれは自分の店を

持ち、坂城町に新しい店ができることをねらって

います。

ふるさと歴史館のひな人形の展示

駅前イルミネーション

けやき横丁


